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問題と目的

文部科学省 (2009) によると，現在の日本の若者・子供たちは，他者への思い

やりの心や迷惑をかけないようにという気持ちが低下している。思いやりとは，

向社会的行動とも言われ，外的な報酬を期待することなしに，他人や他の人びと

の集団を助けようとしたり，こうした人びとのためになることをしようとする行

為のことである。このような行為をする場合には，行為をする側の者にあるコス

ト(損失)や自己犠牲，危険といったものが伴うことが多い (Mussen& Eisenberg， 

1977菊池訳 1980)。

菊池 (1988) によると，この向社会的行動は他人との気持ちのつながりをつけ

る行動であり，そのプロセスには，状況の認知(気づき)から始まって，意思決

定から実際の行動に至るまでの段階がある。そして気づきと意思決定とを媒介す

る要因として，共感性を挙げている。共感性とは，他者との感情状態を認知する

ことで，他者と同じような情動経験をすることであり，相手に対する共感，同感

が他者との心のつながりを強め相手に対して何らかの援助を含んだ行動を取ろ

うとすると考えられる。増永 (2005) は，親密度の高低にかかわらず，共感性の

情動・認知両側面がともに高いと向社会的行動を起こしやすいとし，鈴木 (1992)

は共感性と向社会的行動との関係において，強い正の関係を及ぼしているのは共

感性と外交性であるとしている。一方，友達との関係において親密さを作り上げ

ることができず，阻害されたりしている場合には，向社会的行動は引き起こされ

にくい (Twenge，Baumeister， DeWall， Ciarocco & Bartels， 2007)。

さらに，読書について考えてみると，従来から，学校関係や，家庭において，

読書の共感性や思いやりに対する効果が期待され，教育現場でも読み聞かせの時

間などを設け，心の育成に力を入れている。辰 (2007) は，読書から共感的理解

1 ) 本論文は，教育学研究科教職実践専攻の必修科目「児童・生徒の理解と指導 1J 

(担当:谷口弘一)において，受講生が 3つの少人数グループに分かれ，グルー

プごとに行った調査研究の結果をまとめたものである。
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を生み出すことは可能とし，不登校などの生徒を対象としたカウンセリングの場

面においても，読書が共感性を高めるのに有効であるとしている。また，鈴木(2009)

は，心理的側面において，読書量が多いほど共感性が高まるとしている。このよ

うに，本を読むことによって他者の感情を認知し，他者と同じような情動経験を

するというような共感性が育つことが明らかとなっている。

以上の先行研究に基づくと，読書は，想像力を高め，相手の気持ちが理解でき

るような共感的能力を育て上げ，それが向社会的行動にもつながると考えられる。

すなわち，読書経験，共感性，向社会的行動には，以下のような関係が想定され

る (Figure1)。

士吐→|共感性

Figure 1 読書経験，共感性，向社会的行動との関係性

そこで，本研究では，この仮説モデルにしたがって，以下の 3つの仮説を検討

した。

仮説 1:読書経験の豊富さは共感性を高めるであろう。

仮説 2:共感性が高い人ほど向社会的行動を行うであろう。

仮説 3:共感性は，読書経験と向社会的行動の関係を仲介するであろう。

方法

参加者と手続き

長崎大学教育学部に在籍する 1・3年生 149名(男子 60名，女子 88名，不明 l

名)が調査に参加した。平均年齢は 19.06歳であった。 2013年 7月2日.3日に，

講義時間の最後 20分程度を利用して調査を実施した。実施に先立ち，データは厳

重に管理されること，回答内容は授業の評価と一切関係のないことが参加者に伝

えられた。各自のベースで質問紙に回答してもらい，講義時間中に調査用紙を回

収した。

質問紙嗣査の内容

質問紙には，回答者の個人的属性を質問する項目の他に，以下に挙げる尺度が

含まれていた。 2学年とも同じ尺度が使用された。

向社会的行動 菊池 (1988)が作成した.20項目から構成された向社会的行動
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尺度(大学生版)を用いた。回答は「したことがない (1)J"-'iいつもした (S)J

の 5件法であった。得点が高いほど，向社会的行動が高いことを示す。なお，菊

池 (1988) によって本尺度の信頼性と妥当性は検証されている。

共感性 加藤・高木 (1989)が作成した， 2S項目から構成された共感性尺度を

用いた。回答は「全く違うと思う (1)J"-' i全くそうだと思う (7)Jの 7件法で

あった。本尺度には，暖かさ，冷淡さ，被影響性の 3つの下位尺度があり，冷淡

さの得点を逆転させた上で. 3つの下位尺度得点を合計した。得点が高いほど，

共感性が高いことを示す。なお，加藤・高木(1989)によって，本尺度の信頼性

と妥当性は検証されている。

臨書経験 国立青少年教育振興機構 (2013)が作成した子どもの読書活動と人

材育成に関する調査(高校生用)の中から，過去の読書経験に関する質問 6項目

を用いた。回答は「ほとんど読まなかった(l)J"-' iよく読んだけ)Jの 3件法

であった。得点が高いほど，小学校卒業までの段階での読書経験が多いことを示

す。本尺度の内的整合性は α=.76であった。

結果

読書経験，共感性，向社会的行動の相聞

Table 1に，読書経験，共感性，向社会的行動の相関係数を示す。読書経験と

共感性は無相関であり，仮説 1は支持されなかった。一方，共感性と向社会的行

動とは有意な正の相聞を示し (r=.23，p<.ol)， 仮説 2は支持された。さらには，

読書経験と向社会的行動が有意な正の相関を示した (r=.36，p<.O 1)。

Table 1読書経験.共感性向社会的行動の相聞

読書経験 共感性 向社会的行動

読書経験

共感性 .07 

向社会的行動 .36林 .23** 
N=149， *本 pく.01

向社会的行動に対する臨書経験と共感性の相互独立的影響

読書経験と共感性が無相関であったことから，共感性の仲介効果を予測した仮

説 3も支持されなかった。その一方で，読書経験と共感性は，それぞれ向社会的

行動と正の相闘を示していた。そこで，両者が向社会的行動に対して相互独立的

に影響を与えているかどうか検討するために，重回帰分析を行った。その結果，

読書経験と共感性は向社会的行動に対してそれぞれ独立的に影響を与えていた

(Figure 2)。

-331-



読書経験

向社会的行動

共感性

Figure 2重回帰分析の結果
土台p<.Ol

考察

共感性と向社会的行動との関係

本研究では，共感性と向社会的行動との関係が，有意ではあったものの比較的

低い相関であった。同様の結果は，鈴木(1992) においても確認されている。共

感性が，向社会的行動を伴うのは，他人と共感し，相手を助けることにより自己

充足感が得られる場合であり，その自己充足感が得られるのは，相手が親しい人

の場合が多い (Cialdini，Brown， Lewis， Luce， & Neuberg， 1997)。本研究においても，

向社会的行動尺度の中で，得点が特に低かったのが， r何かを探している人には声

をかけるん「パスや列車で，荷物を網棚にのせてあげる」などの項目であった。

つまり，共感性の高低に関わらず，知らない人への向社会的行動があまり見られ

なかった。このことが，共感性と向社会的行動が比較的低い相関となった原因の

ひとつであろう。

また，現代という時代的背景も別の要因として挙げられる。以前に比べ，知ら

ない人に声をかけにくい時代になっている。不審者などの犯罪が多発している現

在，幼い子どもへの教育は「知らない人に声をかけられても， ついて行つてはい

けないJ. rあまり知らない人とはかかわらないようにしなさい」というようなも

のであり，同じアパートの隣同士でも誰が住んでいくのかわからない時代でもあ

る。つまり本研究結果は，今の若者において，知らない人との人間関係が希薄に

なってきたという事実の反映であるとも考えられる。現代の日本の若者に思いや

りの低下が見られるという文部科学省 (2009) の指摘も，ここに要因のひとつが

あると推測される。

さらに，他者との共感性においては，優しい気持ちを持っていても，それがそ

のまま向社会的行動に出にくい時代になったと言える。特にシャイな人は向社会

的行動を起こしにくく，行動に表れない思いやりもなかにはある(坂井， 2005)。

個性が尊重される今，お互いのプライパシーにはあまり首を突っ込まないように
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し，ある程度の距離を置いた付き合い方が要求されている時代であると考えられ

る。

読書経験と向社会的行動との闘係

読書経験は，共感性という仲介効果なしに，直接，向社会的行動に影響を与え

ていた。しかも，共感性よりもやや高い影響が見られた。ここで考えられること

は，向社会的行動とは自分の利益を考えずに，他人を自発的に助けようとする行

動であり，それは，他人との心の共感・同感を経なくても行える行動であるとい

うことである。つまり，読書経験で育成された想像力が，すぐに向社会的行動が

できる理性的判断力へとつながると考えられる。

何かあった時に，相手を助けようとする行動は，共感性よりも，知的な判断力

により瞬時にその状況を把握し，自分が行うべき行動を決断するものであり，そ

れを行おうとする考えや行動力は，感情を超えた普遍的な理性による判断能力で

ある可能性がある。実際，大城 (2013) は，知能指数 CIQ) と思いやり行動との

聞にEの相闘があることを見いだしている。

読書経験と共感性との聞係

読書経験により，著者(他者)への理解が深まり，対人関係において共感性が

生まれると予測したが，本研究ではこの 2つの変数の関連は見られなかった。そ

の原因として，読書尺度の不十分さが考えられる。読書と共感性との関係につい

て，共感性を高めるにはどんな本でも読めばいいのではなく，主人公に感情移入

できる「小説J， r物語」などの文学作品が特に効果的である (Sund，2010)。また，

鈴木 (2009) もどのような内容の本を読むかによって異なると指摘している。し

たがって，ジャンル別にどんな種類の本を読んでいるのか，具体的に分類した読

書尺度を使い，それを共感性と関連付けて検討してみると，読書経験と共感性の

関連がより明確になると恩われる。
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